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本にまで伝わり、1916 年 5 月にタゴールは日本へ旅立つことになった。来日
に際して、タゴールは旅行記『ジャパン・ジャトリ（原文：  . 、訳：
日本への旅人）②』を執筆し、以下の二つの俳句をベンガル語に訳して載せた。
1．〈ベンガル語〉  　　  　　　　   
〈読み〉　プロノプクル　　ベンゲルラーフ　　ジャレール・シャボド






『ジャパン・ジャトリ』は全部で 119 ページあり、内容は 15 節に分かれてい
る。冒頭から第 11 節までは、タゴールが船でピナン、ヤンゴン、シンガポー
ル、香港など各地を通って、日本の神戸に到着するまでの出来事や思索が、第
12 節から第 15 節には、日本での体験が綴られている。すなわち、71 ページか
ら 119 ページにかけて、神戸の港に着くところから、日本で見聞した伝統、文
化、文学、風景、日本人の性格などが中心に執筆されており、俳句については、






















































































・A. Miyamori “An Anthology of Haiku Ancient and Modern” The chugai 
Printing Co.Ltd, 1932
・Harold G. Henderson“The Bamboo Broom, An introduction to haiku- 
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From Basho to shiki” Hougton Miflin, Boston USA, 1934
・Kenneth Yasuda “A pepper Pod” Alfred A. Knopf,Inc, Newyork 1947
・R. H. Blyth “Eastern Culture” Volume-1 Kamakura Bunko Tokyo 1949
・R. H. Blyth “Spring” Volume-2 Kamakura Bunko Tokyo 1950
・R. H. Blyth “Summer to Autumn” Volume-3 Kamakura Bunko Tokyo 1952
・R. H. Blyth “Autumn to Winter” Volume-4 Kamakura Bunko Tokyo 1952
・Kenneth Yasuda “The Japanese Haiku” Charles.E.tuttle Co.Inc Rutland, 
Vermont 1957
上記の中で、アッギェーエが扱った俳句は、1932 年に出版された宮森氏の

















































































〈ヒンディー語〉     　　   :



























〈ヒンディー語〉    　　       

































1969 年に出版された詩集の『サーガル・ムドラ、 - 、海の通貨』の
「ジヴァン・マルム、 - 、人生の秘密」という詩を取り上げたい。その
詩は次のようである。







































































































































































性　――　」『立命館言語文化研究』21 巻 3 号、2010 年 1 月
② , “  ”,   , 1919
③  “    ”  ,  , 2006,  78
④『インドに於ける俳句』、サトヤ・ビ・ワルマ、第 33 回日文研フォーラム、ページ 24～25
⑤宮森氏を引用する理由は上記に述べたようにアッギェーエはこの本の英語訳を読んだ可能性がある
からである。
⑥  “    ”  ,  , 2006,  134
⑦  “ - ” - ,   , , 1970
⑧ネール大学の講義において、稿者がワルマ教授から直接伺った。
⑨Dr. Angelee Deodhar, ‘Haiku: An Indian Perspective’Haiku International Association Article, 
2013





















言語についての 1919 年以前の時系列的な説明の 2点を求めた。後者の問題に関して目野氏は、ヒン
ドュスターニー語がヒンディー語に分化していく過程において、1919 年より前にヒンディー語の方
がスタンダードであったとは考えられず、今回の発表のようにヒンディー語に訳されたことを中心に
考えて問題設定を行うことが歴史的経緯と齟齬を生じる可能性があること、そして知識層が英語を使
用していた事実を考慮する必要性があることにも言及した。第 1点目について発表者は、A・ミヤモ
リ氏の翻訳を、逐語訳でないかたちで俳句風な翻訳が行われている事例として取り上げたことを説明
した。また第 2点目について、イギリス統治時代は、ペルシア語やウルドゥー語が公用語となったが、
ウルドゥー語も、詩が多く作られている言語であった。1947 年からインドはヒンディー語を連邦公
用語とし、1957 年から日印外交が本格的に始まった。ヒンディー語が連邦公用語となる以前には、
ベンガル語もあまり使用されず、話し言葉としては、ヒンディー語と文字だけがヒンディー語と異な
るウルドゥー語が限られた地域で用いられていたことを、発表者は説明した。
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